
１ 本校の創立 

本校は、明治７年に永沼学校として開校し、同２２年川辺尋常小学校設立、同
３７年９月、現在地に校舎を新築した開校１４７年目を迎える「歴史と伝統に支
えられた学校」です。令和元年度から春日部市教育委員会の委嘱を受け、新学習
指導要領の趣旨を踏まえた算数科教育モデル校として学力向上に、令和２年度よ
りコミュニティ・スクールモデル校として、学校、家庭、地域が一体となって『特
色ある学校づくり』に力に入れている学校です。 

 

２ 特色ある教育 

 
本校は、 

『「真剣・集中」の学びの姿と自信を育てる地域に根ざした学校』を

スローガンに、教育活動を展開しています。 
 
 

 

○あいさつ・返事・後始末＋正しい姿勢ができる子を育てています。 
 
規律ある態度はもちろんのこと、腰骨を立てて学

習する習慣をつけ、学習活動に取り組んでいます。 

 

○「子供の分かる、できる」を支援しています。 
・毎日、スキルアップタイムの 10 分間で学習の基

礎・基本（読み、書き、計算）を繰り返し学習し

ます。 

・１・２年生は百珠そろばんで数の概念を学び、３年生以上は算数科習熟度

別学習で学びを支援します。 

・「川辺スタンダード授業」を実践します。…基礎・基本の習得と児童がそ

れを活動する時間を確保し、自信を持って発表できるようにします。 

・計算検定、漢字検定を合格するまで行います。 

・タブレットや書画カメラなどＩＣＴを活用した授業を展開しています。 

・「家庭学習のしおり」で、自主学習

の習慣を付けさせます。 

・昨年度から３年生以上で外国語活

動や外国語科の授業が始まること

を受け、週に１回、業前の時間に

英語活動を行い、外国語教育「聞

くこと」「読むこと」「話すこと」

「書くこと」の力を総合的に育み

ます。 

１ 学力向上のためのチャレンジ 



 

 

  ○家庭・地域・学校の共同指導指標「８つの
種」で、三者が一体となって子供を育てて
います。 

     子供は、「家庭でしつけ、学校で学び、地域で

磨かれる」といいます。学校と家庭・地域が共同

指導目標を掲げ、実行することで、子供の成長が

確かなものとなります。 

○縦割り班を土台にした異年齢集団の活動
を行っています。   

リーダーとなる機会、友達と協調する場などを

経験できるように、縦割り班活動を行います。 

  ○体験活動が充実しています。 
地域の方々のご指導で、農作物の育成・栽培・

収穫、福祉体験・環境学習・放課後子ども教室（囲碁・工作等）などを行っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○４默運動で心の安定を培います。 
    朝読書・黙動気づき清掃・黙考・黙動移動で心の安定を培います。 

 

 

 

 

 

 

  ○ＳＤＧｓを踏まえた総合的な学習の時間を行っています。 
    「総合的な学習の時間」で、SDGｓについて学んでいます。そこでは、児

童に「春日部に生まれてよかった」「春日部をもっとよくしたい」など、春
日部や庄和地区のよさを学ぶことをはじめ、持続可能な世界を実現するため
に、今自分たちにできることについて考える学習をしています。また、これ
からの未来の担い手である児童には、川辺小の地域の教育力を生かして、児
童に「今当たり前にできていること」への「感謝」の心を育てています。 

２心を育てるためのチャレンジ 



 

 

  ○教科で学んだことを核にして健康教育を推進しています。 
健康は、すべての活動の源です。学校保健・学校安全・食育を充実させてい

ます。 

・埼玉県立大学と連携して、全学年で

発達の段階に応じた歯科保健指導を

行っています。  

・地域の専門機関と連携して、薬物乱用防止教室・交通

安全教室・企業出前講座等を実施しています。  

・子供の安心安全を考え 、交通安全、 生活安全、 災害

安全教育を計画的に指導します。 

・年三回の学校保健委員会で、児童の健康を考えます。 

○ゲーム・携帯・スマートフォンについて、「かわべっ子共同宣言」を拡大学

校保健委員会で作成し、全家庭

でルールについて確認し、取り

組んでいます。生活習慣を正し

くすることで、心も体も健康に

成長します。 

○「おは走」を行い、体育的活動

で元気な体を作ります。 

・毎朝意欲的に全校児童が校庭

を走ります。各自のめ あて

に向かって元気な体と挑戦

する心を育てます。 

・業前運動で子供の体力を向上させています。 

体力向上プログラムを行い、バランスのよい体力を   

身に付けています。 

・新体力テスト全種目県平均以上を目指します。 

 

 

 

 

 

 

○校庭の遊具下や校庭の周りの芝生化を図り、芝生の上

でおもいっきり遊ぶことができます。 

 

３ 健康へのチャレンジ 


